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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨
木質セメントボードは,防耐火性 ･耐候性 ･耐焼酎朽性に優れ,さらに,省資源 ･省エネルギー生産が
可能であるために,今後とくに東アジアで大きな進展が期待される外壁材科である｡しかし,従来の木質
セメントボードの製造法では,庄締成形および水和養生に長時間を要し,このため生産性の向上が大きな
技術開発の課題になっている｡
本論文は,木質セメントボードの強度発現機構を考察し,その迅速硬化技術の開発を目指したものであ
り,得られた主要な成果は以下の通りである｡
(1)数種の水和促進剤,すなわちMgC12およびNaHCO3あるいはNa2Si03を添加し,蒸気噴射プレ
ス法を適用することによって,ボードの成形保持に必要な初期強度を極めて迅速に発現させ得ることを兄
いだした｡
(2)圧締時間,水和促進剤の種類と添加率,蒸気噴射時間と圧力等の諸因子と木質セメントボードの材
質との関係を詳細に検討し,その最適製造条件を明らかにした｡
(3)Ⅹ線回折およびSEM観察によってセメントの水和度およびセメント水和物の形態を調べ,木質セ
メントボードの強度発現機構を考察した｡その結果,セメントの水和度および水和物の形態がボードの材
質に大きな影響を及ぼすことを兄いだした｡さらに用いた水和促進剤のうち,NaHCO3およびNa2Si03
はボードの成形保持に必要な初期強度を発現させる凝結促進剤として,またMgC12はボードの性能保持
に必要な養生後の強度を発現させる硬化促進剤として作用することを明らかにした｡
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(4)Na2Si03に加えてシリカフェームを添加剤に用い,蒸気噴射プレスによる庄締成形とオートクレ
ーブによる水和養生を組み合わせて,庄締および養生時間を飛躍的に短縮し,さらにボードの性能を向上
させるのに成功した｡
以上のように,本論文は水和促進剤を添加し,蒸気噴射プレス法およびオートクレーブ養生法を適用し
た木質セメントボードの強度発現機構を解明すると共に,これまでの庄締成形および水和養生に要する時
間を飛躍的に短縮するための技術開発に成功したもので,木質複合材料科学並びに関連工業の発展に寄与
するところが大きい｡
よって,本論文は博士 (農学)の学位論文として価値あるものと認める｡
なお,平成9年1月24日,論文並びにそれに関連した分野にわたり試問した結果,博士 (農学)の学位
を授与される学力が十分あるものと認めた｡
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